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平成 23 年５月

ＭＡＹ

花
祭
り
５
月
22
日
閉
幕

　
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
メ
イ
ン

会
場
と
サ
ブ
会
場
で
は
、
見
ご
ろ
の
花
ば

な
が
咲
き
誇
り
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

関
連
記
事
＝
Ｐ
４



　

平
成
23
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員

会
議
が
４
月
14
日
、
長
島
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区
の

行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め
に
川

添
健
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
会
議

で
は
、
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ

行政連絡員（4 月 1 日現在）

行
政
連
絡
員
が
決
ま
り
ま
し
た

↓行政連絡員会議

納税功労組合を表彰
↑
納
税
功
労
者
表
彰
式

地区名 氏　名 地区名 氏　名
田尻 瀬戸　輝彦 桂代 川田　   誠

火ノ浦 野澤　逸雄 三船 山上　隆之
山門野下 古田　賢一 薄井 山下　　忍
山門野中 坂之下　修 白瀬 白石　良二
山門野上 前畑　 詔爾 本浦 飯田　満穗

加世堂 林　　誠治 葛輪 森枝　速人
川床下 大堂　正秋 片側 小田　敏博
川床中 阿夛　博直 御所ノ浦 坂口　澄夫
川床上 川下　　孝 湯ノ口 梅川　　賢

小坂 横山　知房 幣串 池田　卓男
杉ノ段 枦元　博昭 平尾中南 松尾   　 安

梅ノ木山 浦　　 正人 母良木 長山　久義
牧 岩下　貞志 藤之元 田淵  　  健

市来崎 野添　信夫 萩之牟礼 福永 　　優
脇崎 嵜川　盛男 茅屋 宮瀬　久志
塩追 大石　正和 浜漉 永田　　透
赤崎 平嵜　幹雄 北方崎 山下 　文夫
山寺 平田　保男 犬鹿倉 大迫　政喜
上揚 上　   浩展 蔵之元 轟　　　保
野中 東條　義昭 小浜 楠元　康博

菅牟田 溝口　拓郎 指江 池田　尚正
山中 田中　　悟 川内 中村　紀男
本町 小川　徹昭 城川内 瀬ノ口良信

西 上　　哲郎 唐隈 小森　芳裕
矢堂 宮路　泰次 広野 松原　義彦

宮ノ浦 平野　利夫 潟 山下  　  猛
伊唐 竹山　司郎 汐見 久保　 賢一
浦底 浦底　信市 馬込 濵田 　重則

福ノ浦 浜口　健男

い
て
担
当
課
長
が
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間
活
動

さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡
員

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

納税優良賞
年度内（平成 23年３月末日）完納

納税優秀賞
納期限内（平成 22年 12 月末日）完納

納税組合 納税組合長
加世堂 林　　誠治
杉ノ段 枦元　博昭

梅ノ木山 浦　　正人
市来崎 片下　美俊

牧 岩下　貞志
矢堂 宮路　泰次

納税組合 納税組合長
川床上 阿多　靖直
川床下 大堂　正秋

山門野上 前畑　詔爾
桂代 川田　　誠

湯ノ口 松原　義光
山門野中 坂之下　修

川床中 山元　　修
西 長元　峰男

川内 小川　　求
汐見 久保　賢一

蔵之元 中野　尚允
山門野下 増田　義勝

　

平
成
22
年
度
の
納
税
功
労
者
表
彰
式
が
４

月
14
日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
32
の
納
税
組
合
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
川
添
健
町
長
が
昨
年
末
の
納
期

限
内
に
完
納
し
た
６
組
合
に
「
優
秀
賞
」
を
、

年
度
内
に
完
納
し
た
12
組
合
に
「
優
良
賞
」、

納
税
に
躍
進
的
功
労
の
あ
っ
た
14
組
合
に

「
努
力
賞
」
を
贈
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
と
組
合
長
は
次
の

と
お
り
で
す
。

納税努力賞
納税に対し顕著に功労のあった組合
納税組合 納税組合長
北方崎 山下　文夫
小坂 石原　力郎
幣串 池田　卓男
脇崎 嵜川　盛男
御所ノ浦 坂口　澄夫
母良木 長山　久義
葛輪 森枝　速人
広野 松原　義彦
片側 池元　純雄
浜漉 永田　　透
三船 山上　隆之
山寺 竹山　　巧
馬込 濵田　重則
上揚 上　浩展

大
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

Ｈ
23
当
初
予
算
は
13
億
６
９
４
万
５
千
円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
の
平

成
23
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
に
比

べ
１
千
８
６
５
万
1
０
０
０
円

（
１
・
４
％
）
増
と
な
り
、
13
億

６
９
４
万
5
０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア

ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ

び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使

用
料
等
）
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
、
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た

め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合

の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債

費
、
介
護
保
険
の
審
査
判
定
、
認

定
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、

圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備

の
た
め
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る

振
興
事
業
整
備
費
、
議
会
費
お
よ

び
総
務
費
で
す
。

分担金及び負担金
　12 億 6210 万 2 千円
○内訳　負担金　阿久根市　　２億 4025 万７千円
　　　　　　　　出水市　　　５億 5990 万 7 千円
　　　　　　　　長島町　　　１億 5986 万 7 千円
　　　　　　　　地方交付税　３億 207 万円１千円

使用料及び手数料
　2190 万 2 千円

諸収入
　2019 万１千円

財産収入
　275 万円

歳　　入
13 億 694 万 5 千円

衛生費
　５億 8852 万７千円

公債費
　5 億 7240 万８千円

総務費
　7925 万円１千円

民生費
　6311 万

振興事業整備費
　275 万円
議会費
　39 万 9 千円
予備費
　50 万円

歳　　出
13 億 694 万 5 千円

住民１人当たりに使われた金額 14,398 円（人 口 90,770 人 　 平 成 23 年 ３ 月 末 現 在）

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理 し尿処理費 公債費 その他

873 円 695 円 4,033 円 880 円 1,571 円 6,306 円 40 円
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【グランプリ】
８７万開［ハナマンカイ］福永　隆志（出水市）

　

長
島
町
で
は
、
平
成
23
年
３
月

20
日
か
ら
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
」
が
始
ま
り
、「
な
が
し
ま

フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
の
促
進

と
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
来
客
者
を

増
や
す
た
め
、
メ
イ
ン
会
場
、
サ

ブ
会
場
、
沿
道
の
花
壇
に
咲
い
て

い
る
花
や
、
花
に
関
す
る
景
観

な
ど
を
題
材
に
作
品
を
募
集
し
、

１
０
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
審
査
会
は
4
月
20
日
、
長

島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
作
品
、
準
グ

ラ
ン
プ
リ
2
作
品
、
入
選
10
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
品
に
は
、

本
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
き
れ
い
な

花
ば
な
の
写
真
や
、
長
島
と
す
ぐ

分
か
る
よ
う
な
海
や
橋
、
風
車
、

会
場
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
造
形

物
が
写
っ
た
も
の
な
ど
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
入
賞
作
品
は
「
夢
追
い

長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
メ
イ
ン
会
場

近
く
の
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
玄
関
ロ
ー

ビ
ー
に
5
月
22
日
ま
で
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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【準グランプリ】
春の窓辺　木之元俊久（薩摩川内市）

【準グランプリ】
春の赤崎橋遠望　丁　　政彦（出水市）
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【入選】
花を見る人達Ⅰ　竹之内重信（長島町）

【入選】
太陽の里から行人岳を望む　小川　重成（出水市）

【入選】
風車公園の華　中川　義昭（鹿児島市）

【入選】
春の日ざし　大社　正照（鹿児島市）

【入選】
子供の楽園　野元　英世（阿久根市）

【入選】
ようこそ長島へ　都甲　信久（肝付町）

【入選】
可憐な花　髙吉　宣良（鹿児島市）

【入選】
花造り　諏訪園　保（鹿児島市）
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【入選】
太陽の里から行人岳を望む　小川　重成（出水市）

【入選】
ようこそ長島へ　都甲　信久（肝付町）

【入選】
可憐な花　髙吉　宣良（鹿児島市）

【入選】
花の季節　中岡　照満（長島町）

【入選】
花に酔う　渡辺　正喜（薩摩川内市）

7 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

一日も早い復興を願って
東日本大震災義援金

総額 1,890,303 円
第１回義援金（中間集計）

　

長
島
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
義
援
金
箱
を
町
内
16
カ
所
に
設

置
し
、
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
４
月
12
日
、
第
1
回
目
の
集
計

を
行
い
、
21
日
に
日
本
赤
十
字
社

へ
全
額
送
金
し
ま
し
た
。

　

義
援
金
箱
に
は
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
多
額
の
善
意
と
、
復
興
を

願
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ

た
募
金
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
島
町
役
場
の
義
援
金
箱
に
募
金

し
た
男
性
は
「
被
災
地
は
遠
く
何

も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
で
す
が
、

被
災
さ
れ
た
か
た
が
た
の
役
に
立

て
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
長
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
定
期
的
に
集
計
さ

れ
、
日
本
赤
十
字
社
へ
同
社
鹿
児

島
県
支
部
を
通
じ
て
送
金
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

義援金箱設置場所 募金額

　長島町役場 221,542
　長島町役場指江庁舎 254,740
　ＪＡ 東事業所 36,425
　ＪＡ長島事業所 33,911
　ＪＡ平尾出張所 33,089
　ＪＡ川床出張所 77,360
　長島町社会福祉協議会 41,902
　長島町社会福祉協議会支所 16,864
　東町漁協 135,247
　鹿児島県信用漁連東支店 61,446
　北さつま漁協長島支所 10,020
　黒之瀬戸だんだん市場 25,536
　太陽の里温泉センター東泉望 36,868
　温泉センター椿の湯 29,740
　鷹巣診療所 86,014
　夢追い長島花フェスタメイン会場 88,269

義援金箱小計 1,188,973

各種団体等義援金
（長島町社会福祉協議会へ持参） 募金額

　劇団四季公演 ( 文化ホールロビー設置） 14,427
　株式会社長崎組 20,361
　株式会社トリーカ長島工場 5,822
　唐隈老人クラブ 10,000
　ＮＰＯ法人長島福祉作業所ぽんぽこ村 18,888
　蔵之元自治公民館 200,000
　伊唐自治公民館 21,832
　唐隈自治公民館 100,000
　指江子ども会育成会 10,000
　その他個人から 300,000

　各種団体等小計 701,330

第 1 回総計 1,890,303

（単位：円） （単位：円）

第 1 回義援金集計内訳

↑ 長 島 町 役 場 に 設 置
してある義援金箱

◎問い合わせ先
　長島町社会福祉協議会
　☎（86）0190
　役場町民福祉課
　☎（86）1111［内線 1117］

8Nagashima town Public Relations



NAGASHIMA TOWN Public Relations

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
健
や
か
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
健

康
増
進
法
に
基
づ
き
子
宮
頸け
い

が
ん

検
診
と
乳
が
ん
検
診
を
各
地
区
で

実
施
し
ま
す
。

月　日 曜日 受付時間 会　場

５月 25 日 水 13：00 ～ 13：15 潟自治公民館

５月 26 日 木 9：00 ～ 9：15 長島町文化ホール

５月 26 日 木 13：00 ～ 13：15 蔵之元自治公民館

５月 27 日 金 9：00 ～ 9：15 平尾老人憩いの家

６月６日 月 13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

６月７日 火 9：00 ～ 9：15 諸浦コミュニティセンター

６月７日 火 12：30 ～ 12：45 獅子島アイランドセンター

６月８日 水 9：00 ～ 9：15 山門野コミュニティセンター

６月８日 水 13：00 ～ 13：15 川床コミュニティセンター

６月９日 木 9：00 ～ 9：15 保健福祉センター（鷹巣）

６月９日 木 13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

６月 10 日 金 9：00 ～ 9：15 保健福祉センター（鷹巣）

※都合の良い会場で受診できます
◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1111［内線 1108］

テ ィ ー ル ア ン ド
ホ ワ イ ト リ ボ ン 　   

（子 宮 頸
けい

が ん）

ピ ン ク リ ボ ン
　   （乳 が ん）

一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り

　

長
島
町
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
長
島
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
が

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
し
、
一

人
一
人
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
、
関
係
団
体
、
地
域
と

連
携
を
図
り
、
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
計
画
書
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
概
要
版
に
つ
い
て
は
、

各
世
帯
に
1
冊
ず
つ
配
布
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
健
康
づ
く

り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

①
「
健
康
な
が
し
ま
21
」
に
関
す

る
こ
と　

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
［
内
線
１
１
０
８
］

②
「
長
島
町
食
育
推
進
計
画
」
に

関
す
る
こ
と

　

役
場
農
林
課　

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
［
内
線
２
１
４
４
］

長
島
町
健
康
づ
く
り
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

↑長島町健康づくり計画【概要版】 ↑長島町健康づくり計画

9 広 報 な が し ま



４
月

４
日　
　
　
　

 

長
島
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

５
日　
　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給(

長
島
町
役
場) 

　
　
　
　
　
　

 

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

６
日 　
　
　
　

小
学
校
入
学
式
（
鷹
巣
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　

 

中
学
校
入
学
式
（
川
床
中
学
校
）

７
日　
　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

 

転
入
教
職
員
宣
誓
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

８
日　
　
　
　

 

長
島
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会
（
太
陽
の
里
）

12
日　
　

 　
　

人
権
擁
護
委
員
功
労
者
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

13
日　

 　
　

    

県
消
防
協
会
常
議
員
会
（
鹿
児
島
市
）

14
日　
　
　
　

 

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

15
日　
　
　
　

 

Ｊ
Ａ
東
事
業
所
果
樹
部
会
総
会（
Ｊ
Ａ
東
事
業
所
）

17
日　
　
　
　

 

獅
子
島
招
魂
祭
（
七
郎
山
）

19
日　
　
　
　

 

治
山
事
業
関
係
要
望
（
北
薩
地
域
振
興
局
）

　
　
　
　
　
　

 

町
体
育
協
会
評
議
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

20
日　
　
　
　

 

九
州
整
備
局
「
出
前
講
座
」（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

                                                                                      （
鹿
児
島
市
）

21
日　
　
　
　

 

県
ダ
ム
・
発
電
協
会
総
会 (

鹿
児
島
市)

　
　
　
　
　
　

 

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会               

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

22
日　
　
　
　

 

鹿
児
島
県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
会
計
監
査

                                                                                  （
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

湯
ノ
口
格
納
庫
落
成
式
（
湯
ノ
口
）

　
　
　
　
　
　

 

獅
子
島
レ
ス
ト
ラ
ン
完
成
祝
賀
会
（
幣
串
）

24
日　
　
　
　

 

関
西
長
島
会
（
大
阪
府
）

25
日　
　
　
　

 

全
国
離
島
振
興
協
議
会
（
東
京
都
）

26
日　
　
　
　

 

県
地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

県
海
岸
保
全
協
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）

27
日　
　
　
　

 

長
島
町
赤
潮
被
害
対
策
会
議
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

28
日　
　
　
　

 

県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

今
後
の
市
町
村
行
政
の
あ
り
方
研
究
会
（
鹿
児
島
市
）

                     　
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
付
金
募
集
推
進
協
議
会
」
第

　
　
　
　
　
　

 

１
回
総
会
（
鹿
児
島
市
）

 身体障害者用駐車場利用証（ パ ー キ ン グ 
パ ー ミ ッ ト 制 度 ）をご存じですか？

　鹿児島県では、障害者、高齢者、妊産婦など歩行

が困難と認められるかたがたに対して、県内共通の

身体障害者用駐車場利用証（パーキングパーミット

制度）の推進を図っています。この制度は、県が対

象者に利用証を交付し車に表示することで、県と各

施設で協定した駐車場で、必要としている人の駐車

スペースの確保を図ることを目的としています。鹿

児 島 県 の 導 入 後、 平 成 23 年 ３ 月 31 日 ま で に 長 島

町では７枚が交付されています。この制度の利用を

お考えのかたは、次の方法で申請しましょう。

申 請 方 法 は い た っ て 簡 単 で す。 次 の ３ つ の
「る・る・る」で申請しましょう。

申請書へ記入する 証明する手帳等をコピーする 140 円切手を同封し郵送する
★申請書は、県北薩地域振興局か役場町民福祉課で受け取ることができます。
★県北薩地域振興局へ到着後、申請内容に間違いが無ければ数日後に自宅へ郵送で届きます。

★身障者用駐車場利用証は、３種類あり利用者によって有効期限と色が区分されています。

緑
有効期限
５年間

赤
有効期限
５年間

オレンジ
有効期限
１年未満

障 害 者、 高 齢 者、 難
病のかた

車椅子常時利用者で
車を運転されるかた

一時的に歩行困難な
かた

◎問い合わせ先
　鹿児島県北薩地域振興局
　☎ 0996（23）3166［内線 220］
　役場町民福祉課社会福祉係
　☎（86）1111［内線 1117］

※熊本県・佐賀県・長崎県でも制度化されており、同様に利用する事ができます。
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切
り
身
の
図
鑑
①
魚

こ
ど
も
ク
ラ
ブ  

編

蜑あ
ま

道
の
は
や
摘
ま
れ
た
る
臭
木
の
芽　
　
　

二
階
堂
妙
子

島
石
の
積
ま
れ
て
葛

か
ず
ら

芽
吹
き
け
り　
　
　
　

筑
前　

初
市

芽
起
こ
し
の
雨
夜
も
す
が
ら
島
岬　
　
　
　

淵
脇　
　

護

満
開
の
花
の
中
な
る
授
乳
か
な　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

花
薊

あ
ざ
み

静
か
に
過
ぎ
る
島
暮
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

木
の
芽
摘
む
島
の
山
頂
句
碑
の
あ
り　
　
　

大
堂　

早
苗

菜
の
花
や
想
い
そ
れ
ぞ
れ
野
辺
送
り　
　
　

関　

佳
代
美

鉄
棒
を
孫
う
ま
く
な
り
つ
つ
じ
咲
く　
　
　

中
橋　

藤
七

　お店に並んでいる切り身の魚
がどんな形だったのか？魚の大
きさや漢字、情報が豊富で親子
で楽しめる本です。

ペ
ネ
ロ
ペ  

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

ア
ン
・
グ
ッ
ド
マ
ン  

文

　ペネロペが友達とスポーツを
楽しむ仕掛け絵本です。親子一
緒に楽しんでください。

春
の
野
に
産
毛
纏ま

と

ひ
し
早さ

わ
ら
び蕨
の
や
わ
ら
芽
出
づ
を
採
り
て

帰
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

取
柄
な
き
吾
の
五
体
に
あ
る
な
れ
ど
視
力
つ
よ
き
は
母
似

と
思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

厄
祓
ふ
豆
に
ほ
の
か
な
春
の
香
や
健
康
を
願
ふ
長
光
寺
に

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

わ
が
留
守
の
春
を
迎
へ
し
菜
園
は
全
て
臺と

う

立
ち
花
盛
り
な

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

桜
花
舞
ふ
下
に
立
ち
大
根
の
う
す
紫
に
盛
る
花
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

病
む
友
を
見
舞
ふ
道
の
辺
桜
咲
き
薄
井
港
親
し
友
の
笑
顔

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

も
ど
り
鶴
つ
い
に
見
ぬ
日
を
思
ひ
ゐい

る
卯う

づ
き月
の
日ひ

な
か中
初
燕

飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

朝
霧
の
晴
れ
く
る
向
い
の
天
草
は
緑
一
色
映
え
渡
り
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る
桜
花
ま
と
ひ
来
る
滑
り
台
の
孫
幾い

く
た
び度

も

抱
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

裏
庭
に
今
花
盛
る
芝
桜
真
紅
の
絨
毯
に
陽か

げ
ろ
う炎

ゆ
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

打
ち
寄
せ
る
波
に
追
は
れ
て
直ひ

た

走
る
亡つ

ま夫
と
旅
せ
し
夢
か

ら
醒
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

微
笑
み
て
立
つ
花
嫁
と
泣
く
父
の
拍
手
と
涙
の
バ
ー
ジ
ン

ロ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

長
島
の
島
山
ひ
と
つ
閉
ざ
す
雪　

雪
呑
み
て
速
し
瀬
戸
の

流
れ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

追
い
打
ち
を
か
け
て
原
発
壊こ

わ

れ
け
り
誰
彼
と
な
く
人
は
死

ぬ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

陰
日
向
な
く
働
き
て
生
き
て
来
し
我
に
は
陰
も
日
向
も
同

じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

尋
ね
る
も
尋
ね
ら
る
る
も
稀
に
し
て
一
人
物
言
う
テ
レ
ビ

に
向
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

毎
床
に
並
立
つ
風
車
が
潮
風
に
煽
ら
れ
な
が
ら
揃
い
て
廻

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

入
り
海
の
浮
標
に
止
ま
る
海
鳥
は
朝
の
光
を
受
け
て
静
も

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

口
溶
け
の
良
き
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
舐
め
な
が
ら
ま
こ
と
に
淋

し
春
冷
え
の
日
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

ス
キ
ッ
プ
の
足
取
り
軽
く
ゆ
く
鴉
な
に
か
嬉
し
き
こ
と
の

あ
り
し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

心
あ
る
時
遅
か
り
し
間
に
あ
は
ぬ
親
は
居
な
い
よ
悲
し
む

ば
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

い
か
ば
か
り
春
吹
く
風
を
爽
や
か
と
桜
吹
雪
を
追
い
つ
つ

歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
を

　

長
島
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
に
よ
り
、
寄
附
金
を
募
っ
て

い
ま
す
。
長
島
に
か
か
わ
り
の
あ

る
皆
さ
ん
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

長
島
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
２
５
6

人
権
擁
護
委
員
の
変
更

　

平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
長
島

町
人
権
擁
護
委
員
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

○
退
任
者

　

山
本　

定
満
（
８
期
24
年
間
）

　

長
島
町
城
川
内
（
城
川
内
集
落
）

○
新
任
者

　

小
森　

芳
裕

　

長
島
町
城
川
内
（
唐
隈
集
落
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
１
３

6
月
4
日
～
10
日
は
歯
の
衛
生

週
間
で
す

　

6
月
4
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生

週
間
行
事
」
と
し
て
、
地
区
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

①
地
区
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
に

よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

○
日
時

　

6
月
1
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　

6
月
10
日
（
金
）

○
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
ず
ま
店
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
鷹

巣
店
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
な
が
し

ま
店
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店
、

阿
久
根
市
立
図
書
館
、
ト
ゥ
モ
ロ

ー
高
尾
野
店
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島

野
田
店

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
歯
科
健
診
・
無
料
相
談

○
日
時

　

6
月
４
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
同
時
に
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
優

秀
者
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会

　

公
衆
衛
生
担
当
（
徳
森
歯
科
医
院
）

　

☎
（
67
）
３
６
０
８

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
自
動
車
検
査
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。
今
年
の
納
期
限
は
５

月
31
日(

火)

で
す
。
５
月
上
旬

に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

○
鹿
児
島
県
の
自
動
車
税
は
金

融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ペ

イ
ジ
ー
収
納
の
ほ
か
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、

Yahoo!JAPAN

公
金
支
払
い
の
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ

ａ
ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
Ｄ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

ｓ
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ　

Ｅ
ｘ

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
）

○
災
害
に
よ
っ
て
自
動
車
に
損
害

を
受
け
た
場
合
や
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
、
精
神

障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
の
か

た
の
た
め
に
自
動
車
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
自
動
車
税
を
減
免
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
５
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

知
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

平
成
23
年
度
県
政
ア
ン
ケ
ー

ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

鹿
児
島
県
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
に
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
か
せ
く

だ
さ
い
。

○
仕
事
内
容

　

県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
回
答

○
募
集
人
員

　

２
０
０
人

○
任
期

　

平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
２
年

間○
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
か
た

（
議
員
、
公
務
員
を
除
く
）

○
応
募
方
法

　

県
地
域
振
興
局
本
庁
舎
・
支
庁
、

市
町
村
な
ど
に
備
え
て
あ
る
応
募

用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
、（
お
持
ち
の
場
合
は
）
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Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
各
種
モ
ニ

タ
ー
経
験
の
有
無
、
応
募
の
抱
負

（
１
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

○
募
集
締
切

　

６
月
24
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

※
今
回
新
た
に
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
、「
か

ご
し
ま
よ
か
と
こ
１
０
０
選
」（
四

季
の
旅
、
浪
漫
の
旅
、
海
道
の
旅
、

躍
動
の
旅
、
食
彩
の
旅
）
の
中
か

ら
い
ず
れ
か
１
巻
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課
県
民
の
声
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
９
３

か
ご
し
ま
県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー

申
込
受
付
中 

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
県
職
員
が
直
接
お

伺
い
し
説
明
を
行
う
「
か
ご
し
ま

県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー
」
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象

  

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
、
お
お
む
ね
20
人
以
上
の
参

加
が
見
込
め
る
会
合
や
研
修
会
な

ど
（
県
庁
２
階
の
県
政
広
報
室
で

も
実
施
で
き
ま
す
）

○
実
施
時
間

  

午
前
10
時
～
午
後
９
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

○
申
し
込
み
方
法

  

開
催
希
望
日
の
1
カ
月
前
ま
で

に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

テ
ー
マ
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
９
３

ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
募

集
中

　

県
で
は
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ

る
道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ふ

る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
対
象

　

県
管
理
道
路
の
一
定
区
間

（
１
０
０
m
以
上
）
に
お
い
て
、
日

常
的
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

年
２
回
以
上
の
定
期
的
な
清
掃
、

美
化
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
や
個

人○
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
支
援
内
容

　

団
体
名
を
記
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
の
設
置
、
傷
害
保
険
料
の
助
成
、

花
苗
、
ご
み
袋
、
混
合
油
の
支
給

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
庁
道
路
維
持
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
５
６
６

ふ
る
さ
と
砂
防
サ
ポ
ー
タ
ー
募

集
中

　

地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
県
管
理

の
砂
防
指
定
地
、
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
、
地
す
べ
り
防
止
区
域

内
の
清
掃
や
美
化
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ふ
る

さ
と
砂
防
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

○
支
援
対
象

　

県
管
理
の
砂
防
指
定
地
、
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
地
す
べ
り

防
止
区
域
内
に
お
い
て
、
年
２
回

以
上
の
定
期
的
な
草
刈
り
や
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
を
行
う
団
体
や
個
人

○
支
援
内
容

　

ご
み
袋
、
軍
手
、
材
料
、
混
合

油
の
支
給
、
傷
害
保
険
料
の
助
成
、

団
体
名
を
記
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

の
設
置

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
砂
防
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
６
１
４

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教

育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
か
た
が
学
ん
で

い
ま
す
（
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
）。

○
出
願
期
間

　

６
月
１
日
～
８
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１
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卵場所を確保し大漁を願う
北さつま漁協イカシバ設置事業

人の新入生、みんなで歓迎１ 汐見小学校入学式

　４月２日、北さつま漁協長島支所青壮年部
（鶴長一之部長）では、ミズイカ（アオリイ

カ）の産卵場所を確保しようと指江港沖にイ
カシバ 50 本を投入しました。この取り組み
は、資源の拡大を図り、レジャーとして釣り
を楽しむ人たちと共存しながら海の幸を堪能
し、資源の大切さを理解してもらおうと計画
されました。この日は、事前に山から切り出
した杉の木を船に乗せ投入場所に移動し、約
40 ㎏の土のうを結びつけ投入しました。
　レジャー代表として参加した、中間修二さ
ん（指江）は、「たくさん卵が産み付けられ
たらうれしいです」と話してくれました。

　４月６日、町内 11 の小学校、６つの中学校
で入学式が行われました。
　汐見小学校（竹内功校長）では一人だけの入
学式となり、女子児童の小屋真咲さん（父親正
隆さん、母親絵利香さん）を学校、地域みんな
が歓迎しました。この日、新入生入場を前に体
育館の外で待っている真咲さんは、笑顔で先生
や学校のお兄さん、お姉さんに手を振るなどし、
満開の桜のように笑顔いっぱいでした。
　出席者が見守る中入場した真咲さんに、竹内
功校長から教科書が授与されると、「ありがと
うございます」と大きな声でお礼を言いました。
　２年生と３年生によるお祝いの言葉では、真
咲さんの似顔絵で歓迎するとニッコリ。その後、
汐見小学校伝統の「たる太鼓」の演奏も披露さ
れ、お兄さん、お姉さんの手さばきに驚いた様
子でした。真咲さんは「今日はうれしかったで
す。明日からの学校が楽しみ」と答えてくれま
した。

イカシバに土のうを結び付け投入↑

一人の入学生、小屋真咲さん↓

産

←２年生と３
年生は得意の
一輪車で入場
し、お祝いの
言葉を贈りま
した

14Nagashima town Public Relations



島での教育方針を学ぶ長 転入学校教員宣誓式

↑中橋藤七教育長
のあいさつに耳を
傾ける転入学校職
員

←田中順一郎教育
委員長を前に宣誓
する藤武教諭

 　町内の小・中学校に今春転入した学
校職員の宣誓式が４月７日、長島町文化
ホールでありました。参加した転入学校
職員は、本町の教育行政の基本方針を学
び、決意を新たにしました。
　今年、本町に転入してきた学校職員は
38 人です。式では、中橋藤七教育長が「早
く地域に慣れて、長島の子どもたちの教
育に全力を注いでください」とあいさつ。
鷹巣中学校に赴任した藤武梓教諭が「職
務とその責任の特殊性を深く自覚し、誠
実かつ公正に職務を執行します」と力強
く宣誓しました。式の最後には、本浦小
学校の冨岡乃夫也校長が「自然豊かで花
いっぱいの長島への赴任を楽しみにして
来ました。子どもたちのために精一杯頑
張ります」と転入者を代表してあいさつ
しました。

れない手つきで四苦八苦
蔵之元小転入教職員「海の子」研修

物の演技に心うたれる本 劇団四季ファミリーミュージカル

慣
　４月 26 日、蔵之元小学校（星野勤校長）では、
この春同校に転入した職員のカヌー・カッターの
実技研修を、蔵之元漁港内にあるＢ＆Ｇ艇庫で行
いました。これは、城川内小学校以来の 26 年ぶ
り長島勤務となった星野校長が『われは海の子大
きな心』の精神をまず教師が学び、より継承させ
ようと実施したものです。この日の訓練で酒匂直
美教諭は「直進することが難しく、くるくる回っ
てばかり」と悪戦苦闘。企画し、訓練にも参加し
た星野校長は「長島での青春時代を思い出しまし
た。『われは海の子魂』が継承できるようがんば
ります」と話していました。

　劇団四季ミュージカル「エルコスの祈り」が３
月 21 日、長島町文化ホールで上演されました。
　今回の「エルコスの祈り」は、「観た人の心を
動かし、やさしい温もりで満たしたい」そんな願
いが込められたファミリーミュージカルでした。
　来場者らは、俳優の躍動感あふれる演技と本格
的な舞台構成に目がくぎ付け。約２時間の公演に
観客の 535 人は、たくさんの拍手を送っていま
した。

息を合わせながらカッターの練習↓

躍動感あふれる演技↑

15 広 報 な が し ま



（　）内は前月比

11,580(  +41)
  5,576(  +19)
  6,004(  +22)
  4,392(  +30)

平成 23 年 4 月 30 日現在

「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
夏
苗
へ
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

4
月
24
日
、「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
」
メ
イ
ン
会
場
（
文
化
ホ
ー
ル

周
辺
）、
サ
ブ
会
場
（
太
陽
の
里
周

辺
）
で
は
、
春
の
花
か
ら
夏
の
花
へ

の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
中
、
両
会
場
合

わ
せ
て
１
８
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
立
体
花
壇
な
ど

の
花
を
次
々
に
植
え
替
え
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
学
校
か
ら
は
、
部
活
動

単
位
で
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
慣
れ

な
い
鍬
な
ど
を
使
い
な
が
ら
、
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
も
１
本
１
本
丁
寧
に

植
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
植
え
替
え
た
花
ば
な
は
、

５
月
22
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
同

フ
ェ
ス
タ
会
場
の
中
心
に
な
り
、
最

後
ま
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
に
花
咲
く
よ
う
に

☆
景
観
協
定
認
定
団
体
の
認
定

　

認
定
番
号　

57
号

　

団
体
名　

有
限
会
社
長
島
観
光
バ
ス

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役  

垂
門
修
身

はなちゃん

↑サブ会場での植え替え

長
島
町
定
住
促
進
事
業
の
紹
介

▼
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　

空
家
を
所
有
し
て
い
る
か
た
で
、
有
効
活
用
を
考
え

て
い
る
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
空
家
を
利
用
し
た
い
か
た
も
空
家
バ

ン
ク
に
登
録
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

長
島
町
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
空
家
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
空
家
活
用
事
業
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

空
家
バ
ン
ク
登
録
者
で
、
対
象
物
件
を
改
修
す
る
場

合
の
経
費
に
対
し
て
、
町
が
予
算
の
範
囲
内
で
半
額
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
定
住
促
進
を
図
る
目
的
で
対
象
物
件

の
改
修
、
清
掃
、
備
品
の
購
入
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

空
家
バ
ン
ク
登
録
者
で
入
居
者
が
決
ま
れ
ば
、
補
助
金

交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
【
空
家
紹
介
】

　
古
民
家
に
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
内
平
尾
の
母
良
木
集
落
に
あ
る
物
件
で
、
築
百
年

以
上
の
古
民
家
で
す
。
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
あ

り
、
利
用
者
が
決
ま
れ
ば
空
家
活
用
事
業
で
改
修
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

↑空家バンクに登録してある母良木集
落の物件

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
役
場
企
画
財
政
課

　
☎
（
86
）
１
１
１
１

、、

↑「 ふ る さ と 景 観 サ
ポ ー タ ー」 の 看 板 も
手渡されました
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◆
訂
正
と
お
詫
び

広
報
な
が
し
ま
４
月
号
の
17
ペ
ー

ジ
、
長
島
文
芸
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

（
誤
）
茎く
き
だ
ち立
や
の
夢
を
捨
て
き
れ

ず　
　
　
　
　
　
　

（
正
）
茎く
き
だ
ち立
や
一い

ち
る縷
の
夢
を
捨
て

き
れ
ず　
　
　
　
　

（
誤
）
術す
べ

な
く
只
祈
り
を
七
日
目

に
黙
祷
捧
げ
る
津
波
根
め
し

（
正
）
術す
べ

な
く
只
祈
り
を
七
日
目

に
黙
祷
捧
げ
る
津
波
恨
め
し

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

17 広 報 な が し ま



▽
鹿
児
島
県
内
で
一
番
元
気
の
あ

る
町
『
長
島
』。
３
月
20
日
か
ら

始
ま
っ
た
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
」
も
5
月
22
日
ま
で
と
な

り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は

町
内
外
か
ら
大
勢
の
来
場
者
や
、

ド
ラ
イ
ブ
日
和
も
重
な
り
町
内
の

幹
線
道
路
は
多
く
の
車
が
連
な
っ

て
い
ま
し
た
。
長
島
を
満
喫
し
て

い
た
だ
い
た
だ
ろ
う
か
、
不
備
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な

り
ま
し
た
が
、
町
外
の
い
ろ
い
ろ

な
人
と
出
会
う
度
「
長
島
は
元
気

だ
ね
。
き
れ
い
な
花
の
町
で
一
致

団
結
し
て
い
る
ね
」
な
ど
た
く
さ

ん
褒
め
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
よ

り
一
層
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
気

合
が
入
り
ま
し
た
。

　

何
事
も
一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
一
人

一
人
が
助
け
合
い
、
自
慢
の
ふ
る

さ
と
長
島
を
元
気
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
全
国
で
一
番
元

気
の
あ
る
町
『
長
島
』
に
な
る
よ

う
…
。
今
後
と
も
ご
期
待
を
！

　
　
　
　
　
　
　
（
小
屋
昭
彦
）

変わりゆく鷹巣本町通り
　現在、鷹巣本町通り（県道長島宮ノ浦港
線）では、鹿児島県により道路拡張工事が
進められています。昨年度から家屋移転も
始まり、平成 22 年度繰越事業で小幡川に
かかる鷹巣橋も、次第にコンクリート製の
水路に変更されています。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局）

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

  ５/２９ ３ ４

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０   ７/１   ７/２

  ５/３０ ５/３１ １ ２

２０１１6
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○上園医院 73-1055
○三慶医院 63-2333
○石沢歯科医院 84-4411
□タカラ調剤薬局 62-8813
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011

◎子宮・乳がん検診
◎ポリオ
（指江保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
◎ポリオ
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○恒吉医院 82-0048
○内山病院 73-1551
○平田整形外科クリニック 62-8801
○上野歯科医院 63-2306
□ひまわり薬局 62-6070
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

◎ポリオ
（獅子島へき地診療所）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○クリニック . なかむら 62--0241
○鶴見医院 73-0553
○野田診療所 84-2023
○久木田歯科医院 73-0470
□ふれあい薬局 63-3070
□野田調剤薬局 84-2856
□会営薬局阿久根店 72-5060

◎ポリオ
（指江保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
◎ポリオ
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○おかだクリニック 63-7011
○喜多医院 72-0038
○せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○田畑歯科医院 62-0888
□メープル薬局 62-9292
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□脇本調剤薬局 75-2215
□長島調剤薬局 64-5555

◎肺・大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■びん・有害　（獅子島） ■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！




